
学
校
法
人
　
仙
台
育
英
学
園
　
秀
光
中
学
校

　
　
　
　
　
二
〇
二
三
年
度
　
入
学
者
選
考
試
験
（
適
性
検
査
型
　
作
文
）

問   

題   

用   

紙

注
意

一
　
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
問
題
用
紙
を
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

二
　
作
文
の
問
題
用
紙
に
は
、
表
紙
に
続
き
「
問
題
」
が
あ
り
ま
す
。
「
解
答
用
紙
」
は
別
に

　
一
枚
あ
り
ま
す
。

三
　
「
始
め
」
の
指
示
で
「
問
題
用
紙
」
と
「
解
答
用
紙
」
に
受
験
番
号
を
書
き
な
さ
い
。

　
そ
の
後
に
「
問
題
」
に
取
り
組
み
な
さ
い
。

受験
番号



問
　
題

注
意  

　
　
題
名
、
氏
名
は
書
か
ず
に
一
行
目
か
ら
書
き
始
め
る
こ
と
。

　
　
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
し
た
が
い
、
文
字
や
か
な
づ
か
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。

　
　
漢
字
を
適
切
に
使
う
こ
と
。
　

こ
う

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
す
国
際
目
標
の
こ
と
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
一
つ
に
、
十
三
番
「
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
」
と
い
う
目
標
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
「
温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
）
」
の
排
出
抑
制
に
向
け
た
取
り
組
み

が
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
る
県
で
は
何
度
も
足
を
運
び
た
く
な
る
交
流
の
場

を
徒
歩
で
移
動
で
き
る
エ
リ
ア
に
集
め
、
公
共
交
通
機
関
や
徒
歩
で
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
あ
る
会
社
で
は
照
明
を
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
交
換
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
努
力
に

よ
り
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
削
減
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
「
温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
）
の
削
減
」
の
た
め
に
、
あ
な
た
を
ふ
く
め
て
一
人
一

人
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
か
。
あ
な
た
の
考
え
を
具
体
例
を

示
し
な
が
ら
、
四
百
字
以
上
五
百
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。

は
い

け
い
こ
う
と
う

こ
う
か
ん

さ
く
げ
ん

し
ゅ
つ

よ
く
せ
い






